














リー チ (G.N. Leech)は， 対人関係的修辞を記述するに当たって， グ
ライス (H.P. Grice)の「協調の原理j の上に， 更に「丁寧さの原理」
一一人々は大体において失礼な信念よりも礼儀に適った信念を表現しよう
とするものであるーーを導入した。そして丁寧さの原理に，その下位原則


















察することを目的とする。 リーチはその著作《語用論) (~PRINCIPLES 































応じて， r成績と業績， 人柄と性格， 服装と身の回りのもの，容貌とスタ
イル」などの項目に分けた。被調査者の反応は，言語的行為では (1)感謝







と， クやルー プ 1(男性)の項目別の延べ回答数は 「謝j266， r謙j226， 
「笑j374， r転j125， r他j (その他の回答)14， 合わせて1005になって
いる。 クソレー プn(女性)の場合は， r謝j422， r謙j284， i笑j250， 
「転j75， i他j19，合わせて1050である。中国側では， グループ皿(男
性)の回答結果を見ると， i謝j213， i謙j212， i笑j283， i転j265， 





















































































































(%) 日本 中国 (%) 





















































































































日本16(6.1) 1 7(7.1) 1 3削 7) 1 19(19・3) 127 (28.5) 1 1 (川 1 98 










どう反応しますか」に対する回答結果を分析する。 ここでは 1(有)と 2
「謙遜の原則」の適用に関する比較社会話用論的試み 51 
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